
「せん妄予防ケアとせん妄発生時の対応」

R5年度 九州がんセンター地域医療従事者向け がん看護専門研修
－緩和ケアコースｰ

2023年度 10月26日（木）
「症状マネジメントと援助技術～精神症状～」

事前課題



事例A氏 80歳代 男性

診断名：肺がん、骨転移（胸腰椎転移）、脳転移

症状：腰背部痛
治療：全脳照射目的で入院

投薬：オキシコドン60mg(分2)、ロブ3錠(分3)、その他
PSL 60㎎

臨時指示：疼痛時：オキノーム2.5mg
不眠時：ブロチゾラム0.25mg
不穏時：リスパダール0.5mg

この数週間 薬剤の変更はしていません



入院時、患者を担当したあなた・・・

課題１
①どのようなことに注意しますか？



もともと穏やかな方で
ここ数週

症状の悪化もなく過ごされていました



昨晩のことです
ナースコールがあり、訪室すると・・・・

・会話は成り立たない
・「痛い」「帰る」と易怒性が高まる
・何かの怯え逃げ出そうとしている
・ベッド周囲にコップや携帯が散乱している



血液検査結果

WBC 11090 Hb 11.7 PLT 25万
ALB 2.2 AST/ALT 14/11 UN 9.5 Cre 0.4 
Na 133 K 3.9 Ca 9.9(<10.2) 補正Ca 11.7 
CRP 2.8



夜勤看護師であるあなたが訪室すると・・・

もともと穏やかな患者さんが
夜間に急に

怒って「痛い」「帰る」と言い出しました



課題２

①あなたならまず何に注意してどうしますか？

②昨夜の出来事の主な原因は何でしょうか？

③この患者に対してどのように対処しますか？（薬物・非薬物ケア・その他）



＜ヒント：せん妄要因＞
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